
 

 

(3)基盤環境（空中写真撮影） 

(3-1) 垂直写真 

 1) 調査目的 

河川物理環境情報図を含めた基盤環境モニタリングのとりまとめの作成におけるベース資料とするこ

とを目的とする。 

2) 調査方法 

植生の判別等が可能になるようにカラー撮影を行った。また、解像度 30cm 程度の精度を確保できるよ

うに撮影高度等を設定して撮影を実施した。 

撮影した写真はオルソ補正及びモザイク処理を行い、図面及び写真地図データファイルを作成した。 

 

撮影記録 

3) 調査時期・頻度 

水位低下装置設置後（平成 25年 6月）の平成 25年 8月 19 日に実施した。 

4) 調査地点 

瀬戸石ダム地点から道の駅坂本地点までの約 10km を撮影範囲とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影範囲 
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5) 調査結果 

 

減水区間 



 

 

 

百済木川湛水区間及び第 2流水回復区間 



 

 

 

第 2流水回復区間及び第 1流水回復区間 



 

 

 

第 1流水回復区間 



 

 

 
上流流水区間 

 

 



 

 

 (3-2) 斜め写真 

 1) 調査目的 

荒瀬ダム水位低下後の河川形態、河床や植生等の河川環境を把握するための基礎資料とすることを目的

とする。 

2) 調査方法 

カメラはデジタルカメラ(1200 万画素以上)を使用した。 

下流方向から撮影し、写真 1枚に約 1km 区間の左右岸が収まるようにした。また、隣接する写真と 10％

程度重複させた。 

撮影記録 
3) 調査時期・頻度 

気象条件が良好かつ降雨等による濁水の影響のない日を条件とし、平成 26年 1月 16 日に撮影を実施し

た。 

【平成 26年 1月 16 日の天気】人吉地点（典拠：熊本地方気象台 気象月報） 

気温 日照時間 

hr 

降水量 

mm 平均℃ 最高℃ 最低℃ 

1.6 11.4 -4.9 9.3 0 

 

 

4) 調査地点 

遙拝堰～瀬戸石ダム直上流までの約 20km の河道内を撮影範囲とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標定図 
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5) 調査結果 

 

  

  

 



 

 

 

 

  

  

 

 



 

 

 

 

  

  
 



 

 

 

 

  

  

 



 

 

 

 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


